
質
問
一

運
動
公
園
第
二
期
事
業
の
内

容
は
。

二

税
収
と
雇
用
を
重
視
し
た
農
業
大

学
校
跡
地
へ
の
工
場
誘
致
の
実
態
は
。

三

残
り
の
都
市
計
画
道
路
の
予
算
は
。

四

後
世
に
つ
け
を
残
す
不
要
不
急
の

大
型
開
発
は
中
止
す
べ
き
で
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

人
々
が
集
い
、
憩

い
、
交
流
す
る
魅
力
あ
る
拠
点
づ
く
り

を
目
指
す
。
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
団

体
か
ら
の
要
望
を
含
め
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。

二

地
域
に
雇
用
を
生
み
、
産
業
振
興

に
つ
な
が
る
製
造
業
を
中
心
と
し
た
次

世
代
産
業
の
集
積
を
県
に
要
望
し
て
き

た
。
県
と
連
携
を
密
に
取
り
組
む
。
優

良
企
業
が
進
出
す
る
こ
と
で
、
税
収
に

も
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

三

農
業
大
学
校
跡
地
の
活
用
や
運
動

公
園
の
た
め
に
必
要
な
都
市
計
画
道
路

は
、
平
成
２７
年
度
予
算
で
、
用
地
取
得

に
向
け
た
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

四

県
と
連
携
し
て
農
業
大
学
校
跡
地

の
活
用
を
進
め
、
産
業
振
興
や
雇
用
創

出
を
図
る
。
整
備
さ
れ
た
居
住
空
間
を

生
か
し
、
職
住
接
近
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
を
創
造
し

た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

要
介
護
者
に
対
す
る
障
が
い
者
控

除
認
定
書
の
発
行
の
拡
大
を

二

道
徳
の
教
科
化
で
教
育
は
戦
争
す

る
国
に
向
か
う

質
問
一

地
域
Ｐ
Ｒ
の
考
え
方
は
。

二

６
次
産
業
化
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン

ド
に
つ
い
て
。

三

地
域
版
総
合
戦
略
は
。

四

地
域
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

市
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
る
ゴ
ン
」
を
活
用
し
、

各
種
団
体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
知

名
度
向
上
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

二

現
在
、
サ
フ
ラ
ン
の
特
産
化
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
て
特
産
品

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市
内
業
者

を
資
金
面
で
支
援
す
る
。

三

地
方
版
総
合
戦
略
は
、
地
方
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
今
後
５
か
年
の

目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的

施
策
を
ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
。
市
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
方
向

性
は
同
じ
で
あ
る
が
、
今
後
は
重
要
業

績
評
価
指
標
な
ど
の
具
体
的
な
目
標
を

定
め
、
取
り
組
ん
で
行
く
。

四

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

の
創
出
や
企
業
誘
致
に
よ
る
就
業
の
場

の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。
整
備
さ
れ
た

居
住
空
間
、
身
近
に
残
る
自
然
や
交
通

の
利
便
性
な
ど
、
市
の
特
性
を
生
か
し

た
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

道
路
舗
装
修
繕
事
業
に
つ
い
て

二

市
民
意
識
調
査
か
ら
見
え
て
く
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

圏央鶴ヶ島インターチェンジ

地
方
創
生
・
地
域
力
の

向
上
の
取
り
組
み
を

内
野

嘉
広
議
員

市
の
特
性
を
生
か
し
進
め
て
い
く

県と連携し進めていく

松村 和子 議員

不要不急の（南西部の）
大型開発は中止を

つ る ゴ ン

３月１８日・１９日・２０日の３日間行
われた一般質問の主な質問（Ｑ）
と答弁（Ａ）の概要を掲載します。

つるがしま市議会だより第１７０号〔９〕


